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鉱物の着色原因などについて





























































































































































































































































20 (紛褐鉄鉱(西三川産) 0.04 
(c) 赤鉄鉱(相川産) 0.05 25 
(d) 赤玉(青野峠産) 0.01 5 
試料はし、ずれも 0.2g
赤玉石については分析したことがないので分らな
い。赤玉石は赤玉と違って次の三点が秀れている。
(的硬く(硬度 7)ひびわれがない
(b) 光沢があり，色が美しい(とくに朱色が好まれ
る〉
(c) 稀少価値がある〈赤玉方面にのみ産出)
赤玉石は，岩谷口の五色めのうの産出時代とほぼ同
じ第三紀中新世前期に相当する豊岡層〈大佐渡では真
更川層)時代に噴出した淡緑色の石英安山岩質火砕岩
中に脈状またはレンズ状となって産出する。
(ゆ青 玉
青碧玉ともいい，着色の原因は，主として水酸化鉄
(FezOs • nHzO)が含まれるためで，褐色位のものも
あるが，加熱すると赤碧玉に変色するといわれる。畑
野町猿八方面に産出する。
付縞碧玉
めのうと同じように，不純物のために濃淡の縞模様
がある碧玉でジャスポニックス(jasponyx) ともい
われている。
m あとがき
鉱物にはいろいろな色を示すものがある。大別すれ
ば，その鉱物本来の色〈白色)と，そうでない色(他
色)とがある。たとえば，無色~白色は水晶の白色であ
るが，紫・黒などは，水晶の他色である。
また鉱物の色調にも変化が多く，単に赤といってもい
ろいろの色調のものがある。たとえば，同じ灰色でも方
鉛鉱などの場合は;色fi，“鉛灰"といってなるべくそ
の色調に最も近い表わし方を使っている。鉱物の色や色
調はまことに複雑で，形の変化なども考え合わせると，
同じ水晶でも，おびただしい種類にのぼるものと思われ
る。世界の水品を数千種も集めたマニアがいるという話
しを聞いたことがある。
鉱物の着色の原因は，いろいろあると思うが，犬きく
分けると
(a) 不純物の含有のしかたによって
(紛粒の大きさの違いなどによって
(c) 放射性鉱物から出る放射線などの影響などによ
って
(d) 結晶構造などによって，光の吸収・反射の違い
が出てくる
(e) その他
のようになると思われる。鉱物によって原因はいろいろ
違うが，結晶構造の違いや放射性鉱物の影響などが注目
されている。しかし，鉱物の分析も容易でないから着色
原因の追求には，なかなか困難な面がある。
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